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第
五
項

理
事
会

⒜

理
事
会
は
、
総
務
会
の
年
次
会
期
に
お
い
て
基
金
の
加
盟
国
か
ら
選
ば
れ
た
十
八
の
加
盟
国
及
び
十
八
ま
で
の
代
理
加
盟
国
か
ら
成
る
。
理
事
会
に
お
け
る
議
席
は
、
附
属
書
Ⅱ
の
規
定
に
従
つ
て
総
務
会
が
随
時
配
分
す
る
。
理
事

国
及
び
理
事
国
が
不
在
で
あ
る
場
合
に
の
み
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
代
理
理
事
国
は
、
こ
の
協
定
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
附
属
書
Ⅱ
に
規
定
す
る
手
続
に
従
つ
て
選
出
及
び
任
命
さ
れ
る
。

⒝

理
事
国
の
任
期
は
、
三
年
と
す
る
。

⒞

理
事
会
は
、
基
金
の
業
務
全
般
を
運
営
す
る
責
任
を
有
し
、
こ
の
た
め
、
こ
の
協
定
に
よ
つ
て
与
え
ら
れ
又
は
総
務
会
か
ら
委
任
さ
れ
る
権
限
を
行
使
す
る
。

⒟

理
事
会
は
、
基
金
の
業
務
の
必
要
に
応
じ
て
会
合
す
る
。

⒠

理
事
及
び
代
理
理
事
国
の
代
表
者
は
、
基
金
か
ら
報
酬
を
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
総
務
会
は
、
理
事
国
及
び
代
理
理
事
国
の
代
表
者
各
一
人
に
対
し
相
当
の
旅
費
及
び
滞
在
費
を
支
給
す
る
基
準
を
決
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

⒡

理
事
会
の
い
か
な
る
会
合
に
お
い
て
も
、
全
て
の
理
事
国
の
総
票
数
の
三
分
の
二
以
上
を
有
す
る
理
事
国
が
出
席
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
項

理
事
会
に
お
け
る
投
票

⒜

総
務
会
は
、
第
三
項
⒜
の
規
定
に
従
つ
て
、
理
事
国
の
間
の
票
の
配
分
を
随
時
決
定
す
る
。

⒝

理
事
会
の
決
定
は
、
こ
の
協
定
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
投
じ
ら
れ
た
票
の
五
分
の
三
以
上
の
多
数
（
全
て
の
理
事
国
の
総
票
数
の
過
半
数
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。）に
よ
る
議
決
で
行
う
。

第
七
項

理
事
会
の
議
長

基
金
の
総
裁
は
、
理
事
会
の
議
長
と
な
り
、
投
票
権
な
し
で
理
事
会
の
会
合
に
参
加
す
る
。

第
八
項

総
裁
及
び
職
員

⒜

総
務
会
は
、
総
票
数
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
に
よ
る
議
決
で
総
裁
を
任
命
す
る
。
総
裁
の
任
期
は
、
四
年
と
す
る
。
総
裁
は
、
一
期
に
限
り
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
総
務
会
は
、
総
票
数
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
に
よ
る

議
決
で
総
裁
の
任
期
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒝

理
事
会
の
決
定
は
、
こ
の
協
定
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
投
じ
ら
れ
た
票
の
五
分
の
三
以
上
の
多
数
（
全
て
の
理
事
国
の
総
票
数
の
過
半
数
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。）に
よ
る
議
決
で
行
う
。

⒞

総
裁
は
、
副
総
裁
一
人
を
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
副
総
裁
は
、
総
裁
に
よ
つ
て
与
え
ら
れ
る
任
務
を
遂
行
す
る
。

⒟

総
裁
は
、
職
員
の
長
で
あ
り
、
総
務
会
及
び
理
事
会
の
監
督
及
び
指
揮
の
下
に
、
基
金
の
業
務
の
運
営
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
。
総
裁
は
、
理
事
会
が
採
択
す
る
規
則
に
従
い
、
事
務
局
を
組
織
し
及
び
職
員
を
任
免
す
る
。

⒠

職
員
の
雇
用
及
び
勤
務
条
件
の
決
定
に
当
た
つ
て
は
、
最
高
水
準
の
能
率
、
能
力
及
び
誠
実
性
を
確
保
す
る
こ
と
の
必
要
性
並
び
に
衡
平
な
地
理
的
配
分
に
つ
い
て
の
基
準
を
遵
守
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
考
慮
を
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

⒡

総
裁
及
び
職
員
は
、
そ
の
職
務
の
遂
行
に
当
た
り
、
基
金
に
対
し
て
の
み
責
任
を
負
う
も
の
と
し
、
職
務
の
遂
行
に
つ
い
て
基
金
外
の
他
の
当
局
の
い
ず
れ
に
も
指
示
を
求
め
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
そ
の
指
示
を
受
け
て
は
な
ら
な

い
。
基
金
の
各
加
盟
国
は
、
総
裁
及
び
職
員
の
責
任
の
国
際
的
な
性
質
を
尊
重
し
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
て
そ
の
責
任
の
遂
行
に
つ
い
て
影
響
を
及
ぼ
す
い
か
な
る
企
図
を
も
差
し
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⒢

総
裁
及
び
職
員
は
、
い
ず
れ
か
の
加
盟
国
の
政
治
問
題
に
も
干
渉
し
て
は
な
ら
な
い
。
総
裁
及
び
職
員
の
決
定
は
、
開
発
政
策
上
の
考
慮
に
の
み
基
づ
い
て
行
う
も
の
と
し
、
こ
の
考
慮
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
基
金
の
設
立
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
、
公
平
に
比
較
衡
量
を
行
う
。

⒣

総
裁
は
、
基
金
を
法
的
に
代
表
す
る
。

⒤

総
裁
又
は
総
裁
に
よ
つ
て
指
名
さ
れ
た
代
理
は
、
投
票
権
な
し
で
総
務
会
の
全
て
の
会
合
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
項

基
金
の
所
在
地

総
務
会
は
、
総
票
数
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
に
よ
る
議
決
で
基
金
の
恒
久
的
所
在
地
を
決
定
す
る
。
基
金
の
暫
定
的
所
在
地
は
、
ロ
ー
マ
と
す
る
。

第
十
項

管
理
予
算

総
裁
は
、
年
次
管
理
予
算
を
作
成
し
、
理
事
会
に
提
出
す
る
。
理
事
会
は
、
総
票
数
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
に
よ
る
議
決
で
行
う
総
務
会
の
承
認
を
得
る
た
め
、
そ
の
年
次
管
理
予
算
を
総
務
会
に
提
出
す
る
。

第
十
一
項

報
告
書
の
公
表
及
び
情
報
の
提
供

基
金
は
、
会
計
検
査
を
了
し
た
計
算
書
を
含
む
年
次
報
告
を
公
表
し
、
並
び
に
適
当
な
間
隔
を
置
い
て
そ
の
財
務
状
況
及
び
業
務
の
結
果
に
つ
い
て
の
概
要
書
を
公
表
す
る
。
こ
れ
ら
の
報
告
、
文
書
及
び
こ
れ
ら
に
関
連
が
あ
る
他
の
刊

行
物
は
、
全
て
の
加
盟
国
に
配
布
す
る
。

第
七
条

業
務

第
一
項

資
金
の
使
用
及
び
資
金
供
与
の
条
件

⒜

基
金
の
資
金
は
、
第
二
条
に
定
め
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
使
用
す
る
。

⒝

基
金
に
よ
る
資
金
供
与
は
、
基
金
の
加
盟
国
で
あ
る
開
発
途
上
に
あ
る
国
の
利
益
の
た
め
に
の
み
行
う
。
当
該
資
金
供
与
は
、
開
発
途
上
に
あ
る
加
盟
国
若
し
く
は
そ
の
地
方
政
府
に
対
し
て
直
接
に
供
与
す
る
こ
と
が
で
き
、
又
は

当
該
加
盟
国
が
参
加
し
て
い
る
政
府
間
機
関
を
通
じ
て
、
若
し
く
は
理
事
会
が
随
時
評
価
す
る
国
家
開
発
銀
行
、
民
間
部
門
機
関
、
民
間
部
門
の
企
業
そ
の
他
の
団
体
を
通
じ
て
、
供
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
基
金
は
、
加
盟
国
以
外

の
団
体
に
対
し
て
貸
付
け
を
行
う
場
合
に
は
、
関
連
す
る
リ
ス
ク
及
び
保
障
の
十
分
な
評
価
に
基
づ
い
て
理
事
会
が
別
段
の
決
定
を
行
う
場
合
を
除
く
ほ
か
、
通
常
、
政
府
保
証
そ
の
他
の
適
当
な
保
証
を
要
求
す
る
。

⒞

基
金
は
、
節
約
、
効
率
及
び
社
会
的
公
平
に
妥
当
な
注
意
を
払
つ
た
上
、
供
与
し
た
資
金
が
当
該
資
金
供
与
の
行
わ
れ
た
目
的
の
た
め
に
の
み
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
。

⒟

基
金
は
、
資
金
の
配
分
に
当
た
り
、
次
の
優
先
度
を
指
針
と
す
る
。

食
糧
が
不
足
し
て
い
る
最
も
貧
し
い
国
の
食
糧
生
産
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
及
び
そ
れ
ら
の
国
の
最
も
貧
し
い
人
々
の
栄
養
水
準
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性

他
の
開
発
途
上
に
あ
る
国
の
食
糧
生
産
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
の
可
能
性
。
そ
れ
ら
の
国
の
最
も
貧
し
い
人
々
の
栄
養
水
準
及
び
生
活
条
件
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
も
重
点
を
置
く
も
の
と
す
る
。

援
助
を
受
け
る
た
め
の
適
格
性
は
、
こ
れ
ら
の
優
先
度
の
わ
く
内
に
お
い
て
所
得
の
低
い
国
が
必
要
と
し
て
い
る
も
の
及
び
そ
れ
ら
の
国
の
食
糧
生
産
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
の
可
能
性
に
特
に
重
点
を
置
い
た
客
観
的
な
経
済
的
及

び
社
会
的
基
準
に
基
づ
い
て
決
定
す
る
も
の
と
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
資
金
の
衡
平
な
地
理
的
配
分
に
も
十
分
な
考
慮
を
払
う
。

⒠

基
金
に
よ
る
資
金
供
与
は
、
こ
の
協
定
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
総
務
会
が
総
票
数
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
に
よ
る
議
決
で
随
時
定
め
る
一
般
的
な
政
策
、
基
準
及
び
規
則
に
よ
つ
て
規
律
す
る
。
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